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目的 主目的:体幹・四肢のメラノーマ患者において、最大の無病生存期間

と全生存期間、最低の局所再発率をもたらすための切除マージンにつ

いて検討する 

副次的目的:合併症の発症率を検討する 

データソース MEDLINE、EMBASE 、Cochrane Library（1966 から 2002： term 

"melanoma," subheading "surgery," and limiting the search to 

human studies and randomized controlled trials (RCTs)、さらに

MeSH term "surgical procedures, operative," combining with 

"melanoma," and limiting to human studies） 

2002 年 5 月に検索 

研究の選択 Cochrane collaboration の方法に沿った 

データ抽出 JAMA Users’ Guides to the medical literature に沿った 

主な結果 

3 件のランダム化比較試験(RCT)を統合して検討した。 

Wide excision（3-5cm）と narrow excision（1-2cm）を比較した。

4から 6年目の死亡率：有意差なし 

(リスク比 RR = 0.93,95% CI 0.73–1.19; リスク差 RD = –0.01, 95% CI

–0.04-0.02) 

8 から 11 年目の死亡率：有意差なし 

(RR = 0.95, 95% CI 0.81–1.12; RD = –0.01, 95% CI –0.05-0.02) 

4 から 6年目の全再発率：有意差なし 

(RR 1.03, 95% CI 0.81–1.32; RD = 0.00, 95% CI  –0.03-0.04) 

8 年目の全再発率：有意差なし 

(RR = 0.89, 95% CI 0.72-1.09; RD = –0.02, 95% CI –0.06-0.02) 

48 から 72 ヶ月目の局所再発率：有意差なし 

(RR =0.98, 95% CI 0.38–2.52; RD = 0.00, 95% CI –0.01-0.01) 

8 から 10 年目の局所再発率：有意差なし 

(RR =0.90, 95% CI 0.41–2.00; RD = 0.00,95% CI  –0.01-0.01) 

術後感染は 1 件の試験でのみ検討され、有意差は無かったが wide 

excision では感染が多かった。 

植皮の必要性は1件の試験でのみ検討され、有意差は無かったがwide 

excision で植皮の必要性が多かった。 

結論 

切除マージンは 1ｃｍ以上が望ましいが、最大切除マージンは 2ｃｍ

を超えないことが望ましい。 

RCT にて２ｃｍと１ｃｍを比較したものは無いので、最小切除マージ

ンは 1cm では無く 2ｃｍをゴールとするべきである。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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